
淀川水系流域委員会 第89回運営会議（2007.9.21開催）結果報告 2007.10.1庶務発信 

開催日時 
場  所 
参加者数 

2007年 9月 21日（金）11:00～12:20 
阪急グランドビル 26階 第 5会議室 
委員3名 河川管理者3名 一般傍聴者1名 

１．報告の概要：庶務より前回運営会議以降の経過報告がなされた。 
２．審議概要および決定事項 
次回委員会および今後の審議の進め方等について審議がなされた。主な意見と決定事項は以下の通り（例示）。
①第63回委員会の審議の進め方について 

審議内容等を踏まえ、委員会の終了予定時間を19:30から19:40へと変更することが決定した。 
環境への質問に対する回答、ダム等の環境対策についての説明は第64回委員会で行うことが決定した。 
・河川管理者が想定している説明時間はどうなっているのか（委員長）。 

→利水の基本的な考え方の説明で30分、大戸川ダムと天ヶ瀬ダムで40分、上野遊水池および川上ダム
と丹生ダムで40分の説明を想定している（河川管理者）。 

→環境への質問に対する回答とダム等の環境対策についての説明も第 63 回委員会で想定していたが
（河川管理者）。 

・まずは河川管理者の説明を一通り聞きたい。前回できなかった利水、および大戸川ダム・天ヶ瀬ダム・
上野遊水地および川上ダム・丹生ダムについての説明をこの委員会でやってもらいたい。（委員長）。 

・環境への質問に対する回答とダム等の環境対策についての説明は次々回の委員会でいいのではないか。 
○原案に対する質問への対応について 

委員および一般からの質問に対する回答は、委員会の 3 日前までに委員へ渡すこと、またホームページ上
でも公開することが決定した。 
・治水に関する回答は読んでいて分からないものが多い。ちゃんと分かるように書いて欲しい（委員長）。 

→しかし質問の主旨が分からないものもある（河川管理者）。 
・それについては質問の主旨がわからないことをきちんと伝えればいい。河川管理者側で無理に考えて質
問と回答の間に行き違いがあると時間的にも無駄である（委員長）。 

・質問の主旨が分からないもの、資料を読んでもらえば分かるもの、回答に時間がかかるもの等は、きち
んとその旨を伝えていいと思う。いつの時点の回答なのか分かるようにし、質疑応答のプロセスが見え
れば問題ない。 
→質問の主旨が分からない場合は再度確認させていただくということで対応する（河川管理者）。 

・この質疑応答は第 3 期委員会の新たな試みであり、委員会の審議を補う重要な材料となる。委員会の審
議と合わせ総合的に論点を整理することでいい原案ができると思う。 

・質問の回答を委員会当日に渡されてもじっくり読めない。せめて3日前にはいただきたい（委員長）。 
→それは対応を考えたい。環境に対する回答は10/3にはお渡しできるように調整する（河川管理者）。 

・ホームページでも回答を掲載できるか。それができれば一般の方も事前に見ることができるが（委員長）。 
→それも対応を考えたい（河川管理者）。 

・回答が得られないまま終わるということは絶対にやめて欲しい。納得できるまで質疑応答は続けること
をお願いする（委員長）。 

②10月以降の会議の進め方について 
第64回から第66回までの審議内容が決定した。 
・超過洪水についての説明は第64回委員会で行うということでいいか。 

→それでよい（河川管理者）。 
→ダム等の環境対策についての説明を最初にやっておきたい（河川管理者）。 

・十分に質疑応答を行い、委員も一般も納得した上で論点の整理をやることにしたい（委員長）。 
③その他について 
○次回の第90回運営会議日程が下記の通りに決定した。 

第90回運営会議 10月 26日(金) 11:00～12:00（※場所については今後調整） 
○第63回以降の説明資料について審議がなされた。主な意見と決定事項は以下の通り。 

微修正やレイアウトの再検討、初めての傍聴者のことも考え、説明資料を修正するということが決定した。
・白黒の資料だと分かりにくいという状況は改善してほしい（委員長）。 

→それは対応する（河川管理者）。 
○結果報告と結果概要について審議がなされ、第63回委員会以降に関して以下のことが決定した。 

・委員および河川管理者の結果報告の修正は本人発言部分のみで行う。 
・結果概要は廃止。 
 

※運営会議の結果報告は、主な決定事項等の会議結果をお知らせするために庶務から発信させて頂くものです。 
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